
 

平 成 25 年 12 月 25 日 

国土交通省中部地方整備局 

四 日 市 港 湾 事 務 所 

 

津市から岩手県釜石港へ 

防波堤本体となるケーソンを応援メッセージとともに届けます 

～東日本大震災からの復旧を支援します～ 
 
１．概要 ： 

 東北地方整備局にて発注され、四日市港湾事務所が工事監督支援をした、岩手県釜石市の「釜石港湾口

防波堤」の復旧工事用のハイブリッドケーソン（長さ 50m×幅 20.3m×高さ 19.5m）を津市から岩手県

釜石港へ向け海上輸送を行います。 

 津市内で製作したハイブリッドケーソン 2 函は釜石港湾口防波堤南堤の復旧に使用するケーソンで、全

6 函中 4 函は既に千葉港、名古屋港にて製作し、釜石港へ届けられました。 

 この度、完成したケーソンをドックより引き出す作業現場を報道機関の皆様にご覧いただきたく、ご案

内します。 

 なお、ケーソンには津市立香良洲小学校 4～6 年生 127 人の協力を得て作成した横断幕（たて 5m×よ

こ 25m）を設置し、応援メッセージとともにケーソンを釜石港へ届けます。 

 【海上輸送行程】 

  ①ケーソン製作場所（JFE エンジニアリング(株)津製作所）に浮いているケーソンを津松阪港沖合に

引き出します。※当日、ご覧いただけるのはこの部分です。 

  ②津松阪港沖合（香良洲沖）で、半潜水式台船に乗せます。その後、半潜水式台船を釜石港まで回航

します。 

 
２．日時 ： 平成２６年１月８日（水）７：４０～１０：１０ 

 
３．場所 ： JFE エンジニアリング(株)津製作所 

       住所：三重県津市雲出鋼管町１番地 

       （集合：７：２０までに現地 JFE エンジニアリング(株)津製作所正門前） 

 
４．タイムスケジュール ： 別紙のとおり 

 
５．取材 ： 取材ご希望の場合は、別添の「取材申込書」により、事前に FAX でお申し込みください。 

 ※申込みの締切は、平成２６年１月７日（火）１４：００までとさせていただきます。 

 ※天候の状況により、現場公開を中止・延期する場合があります。 

 ※中止・延期が決定した場合は、当日の６：００頃までに中止の連絡をさせていただきます。 

 ※取材当日は、JFE エンジニアリング(株)津製作所正門前にて受付願います。 

 



 

６．解禁・取材制限 ： なし 

 
７．配布先 ： 中部地方整備局記者クラブ、三重県政記者クラブ、建通新聞社、港湾新聞、 

        港湾空港タイムス、日本海事新聞、海事プレス 

 
８．問い合わせ先 ： 国土交通省 中部地方整備局 四日市港湾事務所 

           副所長 栗谷、総務課長 田中 TEL ０５９－３５１－１３５７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３，５００馬力級

３，５００馬力級

３，５００馬力級

釜石ケーソン（５・６号函）

計画喫水=７．１４ｍ

前方警戒船

側方警戒船

【曳航状況図（海洋ドック～香良洲沖）】 
【運搬状況図（香良洲沖～釜石港）】 

【ケーソン輸送経路】 

【進水前のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｹｰｿﾝ全景(H25.12.17 撮影)】 

集合場所：正門前 

【アクセスマップ】 



 

 
（別紙） 

 
■タイムスケジュール 

 
 平成２６年１月８日（水） 

 

 
■注意事項 

 ・乗下船に、はしごでの昇降が必要となります。 

 ・ケーソン引きだし時の撮影は屋外となります。防寒対策をお願いします。 

 

 

 

 



１．日時　平成26年1月8日（水）7:40～10:10

　　　　　　※7:20までに、JFEエンジニアリング(株)津製作所正門前集合

２．注意事項

　・天候の状況により、現場公開を中止・延期する場合があります。

　・中止・延期が決定した場合は、当日6:00頃までに連絡します。

３．スケジュール

　撮影できる状況は以下のとおり予定しています。

　・7:40～8:40　陸上より、ケーソンを海洋ドックから引き出す状況

　・9:10～10:10　船上より、ケーソンを半潜水式台船まで曳航する状況

　※必要事項をご記入のうえ、担当までFAXでお申し込みください。

　　　　　　　　　　　　（平成26年1月7日（火）14:00　締切）

氏名

連絡先
延期・中止の際の連絡先

乗船希望の有無 有　　・　　無

取材申込書

社名

取材代表者氏名

人数 　　人

【担当】

四日市港湾事務所 総務課 田中、山本

TEL 059-351-1357
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